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　11月９日、市役所周辺を会場に「第29回行田商
工祭・忍城時代まつり」が開催されました。
　人間味あふれる成田長親を題材としたベストセラー
小説「のぼうの城」にちなみ、工藤市長扮

ふん

する長親率
いる成田軍と石田三成率いる豊臣軍が一進一退の攻防
を繰り広げました。甲斐姫役のものつくり大学生をは
じめ、約80人の市民が鎧

よろい

に身を固め、見守る観衆を
戦国時代へと引き込みました。

市政への貢献をたたえる
　市制施行59周年・文化の日記念式典…………２～３
保健案内……………１２～１３
写真館……………１６～１７
広場……………１８～１９
催し・募集……………２０～２３
歴史系譜・キラリ元気……………２４
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○
附
属
機
関
の
委
員
等
と
し
て
永
年
勤
続

　

さ
れ
た
方

　

元
交
通
指
導
員　
　
　
　
　
　

栗
原　
　

博

　

交
通
指
導
員　
　
　
　
　
　
　

遠
藤　

久
子

　

元
商
業
振
興
対
策
委
員
会
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
村　

勇
光

　

学
校
医　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
平　

剛
史

　

学
校
歯
科
医　
　
　
　
　
　
　

江
原　

弘
二

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
沼　

豊
藏

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
詰　

和
彦

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
本　

研
一

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

根
本　

武
雄

　

学
校
歯
科
医　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川
昌
宏

　

学
校
薬
剤
師　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
ふ
み
子

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
村　

幸
子

　

元
生
涯
学
習
推
進
員　
　
　
　

藤
崎　

典
子

　

元
同
和
対
策
集
会
所
運
営
委
員　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
野　

⻆
郎

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

澤
田　
　

貢

　

元
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
委
員　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森　

由
美
子

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
委
員　

園
部　

秀
夫

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

根
本　

和
雄

　

元
体
育
指
導
委
員　
　
　
　
　

小
林　

久
江

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
島　

正
子

　

体
育
指
導
委
員　
　
　
　
　
　

飯
塚　

圭
一

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
本　

景
吾

　

元
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員　

大
澤　
　

弘

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
島　

昭
雄

　

公
民
館
運
営
審
議
会
委
員　
　

島
田
ユ
ミ
子

　

元
公
民
館
長　
　
　
　
　
　
　

河
邉　

昭
治

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
井　

俊
夫

　

公
民
館
長　
　
　
　
　
　
　
　

大
澤　

隆
一

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
野　

雅
章

　

文
化
財
保
護
審
議
会
委
員　
　

小
山　

千
秋

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

向
井　

隆
健

　

市
史
編
さ
ん
委
員
会
委
員　
　

清
水　

孝
男

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　
　

均

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本　
　

一

○
市
政
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
方
及
び
団
体

　

元
自
治
会
長　
　
　
　
　
　
　

漆
原　

治
郎

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
滝　

武
昭

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
子　

一
男

　

自
治
会
長　
　
　
　
　
　
　
　

遠
藤　
　

清

　

自
治
会　
　
　
　
　
　

荒
木
第
三
区
自
治
会

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
原
第
三
自
治
会

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
幡
会

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林
区
自
治
会

　

同　
　
　
　
　
　
　
　

富
士
見
東
部
自
治
会

　

11
月
３
日
、
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
「
み
ら
い
」
で
「
市
制
施
行
59
周
年
・
文
化

の
日
記
念
式
典
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
永
年
市
政
に
貢
献
さ
れ
た
市
民
功
労
の
１
人
を
含
め
、
各
分
野
で
活

躍
さ
れ
た
47
人
、
24
団
体
が
表
彰
さ
れ
、
工
藤
市
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

表
彰
状
贈
呈
（
順
不
同
、
敬
称
略
）
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自
治
会　
　
　
　
　
　
　
　

南
駒
形
自
治
会

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　

持
田
長
町
自
治
会

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柳
坪
自
治
会

　

同　
　
　
　
　
　
　
　

若
小
玉
南
部
自
治
会

　

同　
　
　
　
　
　
　

若
小
玉
六
本
木
自
治
会

　

納
税
貯
蓄
組
合
長　
　
　
　
　

門
倉　

信
夫

　

納
税
貯
蓄
組
合　

　
　
　
　
　
　
　

荒
木
八
王
子
納
税
貯
蓄
組
合

　

同　
　
　
　
　
　
　

小
針
野
納
税
貯
蓄
組
合

　

同　
　
　
　
　

長
野
万
願
寺
納
税
貯
蓄
組
合

　

同　
　
　
　
　
　
　

二
天
満
納
税
貯
蓄
組
合

　

同　
　
　
　
　

二
和
田
第
二
納
税
貯
蓄
組
合

　

同　
　
　
　
　
　

樋
上
第
一
納
税
貯
蓄
組
合

　

同　
　
　

谷
郷
飯
倉
区
第
一
納
税
貯
蓄
組
合

○
教
育
・
文
化
及
び
体
育
の
向
上
に
貢
献

　

さ
れ
た
方
及
び
団
体

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
会
長　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
上　

新
一

　

地
区
体
育
協
会　
　
　

星
宮
地
区
体
育
協
会

○
産
業
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
団
体

　

花
き
の
普
及
促
進　

行
田
市
花
き
園
芸
組
合

　

産
業
振
興　
　
　
　
　
　

行
田
市
美
容
組
合

○
保
健
衛
生
の
改
善
向
上
に
貢
献
さ
れ
た
方

　

元
衛
生
協
力
会
長　
　
　
　
　

石
川　

文
男

○
公
益
の
た
め
多
額
の
金
品
を
寄
附
さ
れ

　

た
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鏡　
　

ス
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　
　

稔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本
千
枝
子

○
そ
の
他
特
に
表
彰
に
値
す
る
方
及
び
団
体

　

小
説
『
の
ぼ
う
の
城
』
の
著
者　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
田　
　

竜

　

永
年
に
わ
た
る
緑
化
推
進　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
ね
や
足
袋
株
式
会
社

　

防
災
訓
練
参
加　

　
　
　
　
　
　
　

南
河
原
地
区
自
治
会
連
合
会

○
公
益
の
た
め
金
品
を
寄
附
さ
れ
た
方
及

　

び
団
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
山　

晴
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
口　

晋
一
・
菊
枝

　
　
　
　
　
　
　
　

行
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

感
謝
状
贈
呈
（
順
不
同
、
敬
称
略
）

被表彰者を代表して謝辞を述べる岡村 勇光 氏

市  

民  

功  

労

民
福
祉
の
向
上
に
寄
与
し
ま
し
た
。

　

議
会
活
動
外
に
お
い
て
も
、
こ
の
間
、

氏
は
、
都
市
計
画
審
議
会
委
員
、
１
２
５

号
バ
イ
パ
ス
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
委
員
、

荒
川
左
岸
北
部
流
域
下
水
道
事
業
推
進
協

議
会
委
員
な
ど
を
歴
任
し
、
市
民
生
活
に

密
着
し
た
都
市
基
盤
の
整
備
に
大
き
く
貢

献
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
行
田
・
吹
上
清
掃
事
業
組
合
議

会
議
員
と
し
て
、
可
燃
物
焼
却
施
設
の
適

正
な
管
理
運
営
に
当
た
る
と
と
も
に
、
公

害
対
策
の
推
進
、
ご
み
の
減
量
化
・
ご
み

処
理
の
広
域
化
の
推
進
を
通
じ
て
、
環
境

行
政
の
充
実
に
努
め
、
商
業
振
興
対
策
委

員
会
委
員
と
し
て
、
商
業
振
興
の
充
実
、

発
展
に
も
貢
献
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
氏
は
、
同
和
対
策
審
議
会
委

員
、
差
別
を
許
さ
な
い
市
民
運
動
推
進
協

議
会
委
員
と
し
て
、
人
権
尊
重
社
会
を
目

指
し
、
差
別
の
な
い
明
る
い
社
会
づ
く
り

の
推
進
に
努
め
る
一
方
で
、
行
政
改
革
推

進
委
員
会
委
員
、
大
学
誘
致
推
進
委
員
会

委
員
、
友
好
都
市
推
進
委
員
会
委
員
な
ど

の
要
職
を
歴
任
す
る
な
ど
、
地
方
自
治
の

発
展
に
貢
献
し
た
功
績
は
誠
に
多
大
で
す
。

功
労
の
事
績

　

氏
は
、
昭
和
62
年
５
月
に
行
田
市
議
会

議
員
に
初
当
選
し
、
以
来
４
期
16
年
間
に

わ
た
り
、
市
議
会
議
員
と
し
て
、
地
方
自

治
の
振
興
発
展
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市

民
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
全

力
を
傾
注
し
ま
し
た
。

　

市
議
会
議
員
在
職
中
は
、
市
議
会
議
長
、

市
議
会
副
議
長
、
さ
ら
に
監
査
委
員
、
建

設
常
任
委
員
会
委
員
長
、
決
算
審
査
特
別

委
員
会
委
員
長
、
議
会
運
営
委
員
会
委
員

長
な
ど
の
要
職
を
歴
任
し
、
卓
越
し
た
見

識
と
円
熟
し
た
人
格
を
も
っ
て
、
適
切
か

つ
円
滑
な
議
会
運
営
に
尽
力
す
る
と
と
も

に
、
常
に
活
発
な
議
会
活
動
に
努
め
、
市

自 

治 

功 

労 

表 

彰

戸と 

ケが 

崎さ
き  

恭
き
ょ
う 

治じ 

氏
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こ
の
ほ
ど
、
秋
の
叙
勲
の
受
章
者
が
発
表
さ
れ
、
行
田
市
か
ら
は
松
井
隆
氏
が
瑞
宝
小
綬
章

に
、
平
塚
正
夫
氏
が
瑞
宝
双
光
章
に
、
山
﨑
一
三
氏
が
瑞
宝
単
光
章
に
そ
れ
ぞ
れ
輝
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
危
険
業
務
従
事
者
と
し
て
金
子
栁
吉
氏
、
神
谷
喜
治
氏
、
磯
川
勝
美
氏
が
瑞
宝
単
光

章
を
受
章
し
ま
し
た
。

瑞宝小綬章
松井　　隆 氏
（71 歳・関根）

瑞宝単光章
金子　栁吉 氏
（73 歳・野）

瑞宝双光章
平塚　正夫 氏

（71 歳・下須戸）

瑞宝単光章
神谷　喜治 氏

（75 歳・門井町）

瑞宝単光章
山﨑　一三 氏
（76 歳・桜町）

瑞宝単光章
磯川　勝美 氏

（67 歳・南河原）

�27「市長への手紙」

意　見
　最近、「みらい」の談話コーナーに絵画
などが展示されとてもよい雰囲気になり
ました。
　さらに、陶芸作品の展示や、利用サーク
ルの活動状況の写真などを掲示板に紹介
したらどうですか。

（はがき・５０歳代女性から）

要　望
　市役所から水城公園までの歩道
を車いすで散策していますが、通行
しにくい場所があります。障害者に
も優しいバリアフリーのまちづくり
をお願いします。

（メール・６０歳代男性から）

意　見
　市内循環バスのバス停の距離が
長すぎる場所があるので、バス停を
つくるなど、見直しをしたらどうで
しょうか。

（はがき・70歳代女性から）

回　答
 「みらい」では、公民館や図書館、文化ホール
などを訪れる方々が、快適に利用していた
だけるように、いつも心がけています。
　来館者がゆったりとした気持ちで過ごし
ていただけるよう、談話コーナーのレイアウ
トを変えたところ、多くの利用者から好評
をいただいています。
　今後は、利用する各種団体にも呼びかけ、
多くの作品の展示を行うなど、さらに芸術・
文化に対する市民意識の高揚を図ってまい
ります。

回　答
　市役所から水城公園までの歩道
は、車道との段差が大きいため、段
差擦り付けの勾配がきつく、通行
にご迷惑をお掛けしているのが現
状です。
　ご要望の主旨を真 摯に受け止
め、危険個所については点検を行
い、順次補修を行ってまいります。
　今後とも、皆さんの通行しやす
い道路整備を進めたいと考えてい
ます。

回　答
　市内循環バスの新運行路線によ
る見直しにあたり、公募市民などで
構成する「新運行路線等原案策定
検討委員会」を設置し、本年９月に
当委員会から新運行路線の原案が
提出されました。現在、この原案を
基に調整を図っているところです。
　今後とも、市民の皆さんにとって
利用しやすい循環バスとなるよう、
見直しの検討を行ってまいります。

このコーナーは、手紙や電子メールなどにより市長へご意見・ご提言などをいただいたもの
の中から、その一部を紹介するものです。 ▶問い合わせ　広報広聴課広報広聴担当（内線 318）
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　新春を飾る行事のひとつ「行田市消防出初式」が平成21年
1月4日(日)午後0時15分から、産業文化会館前から市役所玄
関前を会場に行われます。この催しは、消防職団員が一堂に会
し、市民の皆さんとともに一年の安全を願い、防火防災思想の普
及と消防職団員の結束を図ることを目的に実施するものです。
　当日は、サイレンの音を合図に消防車が参集し、産業文化会
館前で開会式を行った後、消防職団員らによる各種訓練を実施
します。その後、水城公園で消防車両による一斉放水訓練なら
びに防災ヘリコプターによる空中散水訓練を予定しています。
　なお、当日は消防車両がサイレンを鳴らしながら走行します
ので、火災と間違わないよう注意してください。また、午後2
時30分ごろから3時ごろにかけて、消防車やヘリコプターによ
る一斉放水訓練を行いま
すので、水城公園付近に
お住まいの方は、洗濯物
などに水がかからないよ
うご注意ください。

▶問い合わせ　
　消防本部総務課 
　☎556－3005

　市報ぎょうだ１月号は、平成21年１月５日（月）
に各自治会長宅または配布役員宅へ配布します。
　なお、１月５日（月）から市役所、南河原支所で、
１月６日（火）からは各公民館でも受け取ることがで
きます。

▶問い合わせ　広報広聴課広報広聴担当（内線318）

市報ぎょうだ１月号は　　　
　　１月５日に配布します

平成 21 年 消防出初式

　平成20年工業統計調査を12月31日を調査期日と
して行います。
　調査の実施に当たっては、12月から来年１月に
かけて調査員が伺います。調査票に記入していただ
いた内容は、統計法に基づき秘密が厳守されますの
で、正確な記入をお願いします。

▶問い合わせ　企画政策課統計担当（内線310）

製造事業所の皆さんへ
工業統計調査にご協力ください

行田
市役所

みずしろ

商工センター

水城公園

国道1
25号

至加須

至熊谷

通行止め時間帯　　午後0時20分～2時50分
　　　　　　　　　午後2時15分～3時15分
通行止め時間帯　　午後0時 5 分～2時50分
　　　　　　　　　午後2時15分～3時15分

　70歳から74歳の方と同一世帯で、後期高齢者
医療制度の被保険者が一人の場合、平成19年中
の収入合計額が次に該当する方は申請により平成
21年１月１日から一部負担金の割合が「1割」に
なります。

後期高齢者医療制度の被保険者で
窓口負担が「３割」の皆さんへ

▶申請期限　12月26日(金)まで。なお、平成
21年1月以降の申請による負担割合の変更は
申請した月の翌月１日からの適用になります。

　※現在使用している被保険者証に、『自己負
担限度額「一般」適用』と記載されている
方は、改めて申請する必要はありません。
一部負担金の割合「１割」と表記した被保
険者証を12月末までに送付します。

▶申請・問い合わせ　保険年金課医療担当
　（内線226・227）

70歳以上の方の
収入合計額

520万円未満

　平成21年1月1日から現役並み所得者の判定単位の見直しによ
り、「3割」負担の高齢受給者証をお持ちの方で、申請をしていた
だくと負担割合が「1割」になる方の対象範囲が拡大されます。
　次の表に該当する方は高齢受給者証の変更にあたり、申請の手続
きが必要になります。

「1割」該当者となる方

行田市国民健康保険に加入の「3 割」負担の
高齢受給者証をお持ちの皆さんへ

▶申請期限　12月26日(金)まで。なお、平成21年1月以降の申請
　による負担割合の変更は、申請した月の翌月1日からの適用にな
　ります。

※すでに、現在ご使用の高齢受給者証が「2割（平成21年3月
31日までは1割）」の方は、そのままお使いください。

▶申請・問い合わせ　保険年金課国保担当
　（内線271・272・273）

対　　象 対象要件

70 歳から 74 歳で国民健康保険被保
険者が 1 人の場合

平成 19 年中の収入金額が 383 万円
未満であること

世帯内で後期高齢者医療制度へ移行し
た方（従前が国保被保険者であった方）
を含め、70 歳から 74 歳の国民健康
保険被保険者が 2 人以上の場合

世帯内で後期高齢者医療制度へ移行し
た方（従前が国保被保険者であった方）
を含めた平成 19 年中の収入金額の合
計が 520 万円未満であること
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　市では、皆さんに納めていただいた税金により、快適で住み良いまちづくりを行っています。市民
税や固定資産税などの市税は、皆さんの生活に密着した市政の推進に欠かすことのできない重要な財
源です。納め忘れている方は、早めに納付をしていただくようお願いします。
納付を忘れてしまうと…
　市税は納期内に納めていただくことが原則です。地方税法では、督促状発送日から起算して10日を
経過した日までに納付がない場合、財産を差押えしなければならないとされています。市では、納期
内に納税されている多くの方との公正・公平性を確保するため、督促状送付後、何度か催告を行った
うえで差押えなどの滞納処分を実施しています。督促状および催告書を発送するには、印刷費や郵送
料など本来不必要な経費がかかります。さらに、その後の滞納整理手続にも多大な経費を要します。
これらの経費も、本来市民の皆さんの福祉・教育・土木事業などに使うべき税金から支出していま
す。
　また、市税を納期限後に納付する場合、延滞金(※1)がかかる場合があります。延滞金は、納期内に
納付していればかかることはない余計な出費となりますので、市税は納期内に納めましょう。
※１　延滞金の率は、法律により年14.6％となります。
　　　（ただし、納期限の翌日から一月を経過するまでの期間は年4.7％）

対　　　象 件　数

電　　話 １件

不動産
固定資産 63 件

自動車 3 件

給　　与 0 件

  動産（捜索（※ 2）による差押え含む） 0 件

債　権

預貯金 214 件

所得税還付金 51 件

生命保険 １件

捜　　索 0 件

○平成20年度差押え実績　

納税通知書発送　納期限前10日までに納税者に送付

　　 
納　期　市税を納付いただく期間（条例で定める日）

　　   〈納付がない場合〉

督促状の送付
　　　 〈納付がない場合〉

催　告（納税指導）  文書・電話・訪問などによる催告

　　　 〈納付がない場合〉

滞納処分（給与、預貯金等の差押え・捜索など）

【滞納処分の流れ】

 ※2　捜索とは、滞納者の住居などで財産を発見するために行う強制調査のことです。

　やむを得ない理由で納期内に納付できない方は、早めに納税相談にお越しください。税務課（12番窓口）で
は、通常業務時間以外に納税・相談窓口を開設しています。 

【夜間納税・相談窓口】毎週火曜日 午後7時まで（祝日を除く）
【休日納税・相談窓口】毎週日曜日 午前8時30分～正午

  上記以外に年末夜間・休日納税・相談窓口を開設します　
【夜間納税・相談窓口】12月22日（月）・24日（水）～26日（金）午後5時15分～7時
【休日納税・相談窓口】12月27日（土）午前8時30分～午後5時15分

▶問い合わせ　税務課収納担当（内線236・237）

（10月31日現在）
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不用になった携帯電話は
リサイクルを

　レアメタルは電子機器の生産に欠かせない希少
金属です。携帯電話の回路や電極などには、この
レアメタルが20種類ほど使用されています。
　不用になった携帯電話は、資源の有効利用のた
め携帯電話会社へリサイクルとしてお持ちくださ
い。携帯電話会社では、個人情報を削除したうえ
でリサイクルしていますので、ご協力をお願いし
ます。

▶問い合わせ　環境課環境業務担当 
　☎556―9530　

ディーゼル車への
粒子状物質減少装置装着に
対する補助を行います

行田市環境基本計画の
見直しについての意見募集

　行田市環境基本計画の見直しをするため、素案を公表
し、意見を募集します。

▶公表および意見募集期間　
　12月8日(月)～平成21年1月13日(火)
▶公表場所　
　市ホームページ、市政情報コーナー、南河原支所、環

境課で閲覧可能
▶意見を提出できる方　
　市内在住・在勤・在学の方または市内に事業所などを

有する法人・団体
▶応募方法　
　住所、氏名（法人名・団体名）、電話番号、案件名、

意見・提言を記入（様式自由）のうえ、持参、郵送、
FAXまたはEメールのいずれかの方法で提出してくださ
い。【持参・郵送】〒361－0031行田市緑町13－12 

　行田市環境課　【FAX】553－0792　【Ｅメール】
kankyo@city.gyoda.lg.jp

　※意見などに対する回答は行いません
▶問い合わせ　環境課環境政策担当 ☎556－9530

　固定資産税・都市計画税は、毎年1月1日現在の登記
簿上の名義人に課税されます。このため、年内に売買
などを行っても、所有権移転などの登記が済んでいな
い場合は前の所有者に課税されてしまいますので、早
めに登記を済ませてください。
　また、家屋を取り壊した場合は、「家屋取り壊し届」
を税務課へ提出してください。

　これらの手続きが行われない場合は、引き続き課税されてしまうことがありますのでご注意ください。なお、
「家屋取り壊し届」の用紙は税務課にありますのでご連絡ください。

▶問い合わせ　税務課資産税担当（内線233・234）

＜登記建物を取り壊した場合＞

＜未登記建物を取り壊した場合＞

①滅失登記をする　

②滅失登記をしない

法務局から市役所に通知

市役所に取り壊し届を提出
現地確認 課税台帳から

削除

市役所に取り壊し届を提出 現地確認 課税台帳から
削除
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市役所・南河原支所 商工観光課関係の施設

生活課関係の施設

その他の施設

斎場

総合福祉会館「やすらぎの里」

社会福祉協議会

総合福祉会館貸館

機能回復訓練（訓練室）

機能回復訓練（プール）

１２月２7日（土）～１月4日（日）
※１２月28日および1月4日の市役所本庁舎の日曜開庁は
　通常どおり行います。

　問い合わせ　企画政策課企画担当（内線３11）
　　　　　　　南河原支所 ☎５５７－０００１

　問い合わせ　（福）行田市社会福祉協議会 ☎５５７－５４００

商工センター

シルバー人材センター

　問い合わせ　（社）行田市シルバー人材センター ☎５５６－５２２１

　問い合わせ　市民課（内線２４３）

１２月２7日（土）～１月4日（日）

市内循環バス

　問い合わせ　生活課（内線２５１）

水道業務

　問い合わせ　水道課 ☎５５３－０１３１

環境課関係の業務

※ごみ収集日は地区により異なりますのでご注意ください。　
　問い合わせ　環境課 ☎５５６－９５３０

　問い合わせ　商工センター ☎５５3－0510
　　　　　　　商工観光課（内線３８２・３８３）

　問い合わせ　 生活課（内線251）

１２月２９日（月）～１月３日（土）

１２月30日（火）～１月３日（土）
※12月29日（月）および1月4日（日）
　は全地区臨時収集します

教育関係の施設

スポーツ関係の施設

中央公民館

図書館

教育研修センター

郷土博物館

地域公民館

１２月２９日（月）～１月３日（土）

１２月２８日（日）～１月5日（月）

１２月２7日（土）～１月4日（日）

１２月 9日（火）～１月5日（月）

１２月２９日（月）～１月３日（土）

１２月２7日（土）～１月4日（日）

１２月２9日（月）～１月3日（土）

１２月２8日（日）～１月5日（月）

１２月２6日（金）～１月7日（水）

総合体育館
総合公園（野球場、庭球場、弓道場）
富士見公園（野球場、庭球場）
門井球場

市民プール

市民プール会議室　

１２月 ２９日（月）～１月３日（土）

１２月２4日（水）～１月9日（金）

１２月２7日（土）～１月4日（日）
※１２月２4日（水）～２6日（金）および
　１月5日（月）～9日（金）の利用時間は
　午後５時まで　

福祉関係の施設

老人福祉センター「大堰永寿荘」

老人福祉センター「南河原荘」

障害者福祉センター

児童センター

学童保育室

１２月２９日（月）～１月３日（土）

１２月２7日（土）～１月４日（日）

１２月２8日（日）～１月4日（日）

１２月２８日（日）～１月４日（日）

　問い合わせ　産業文化会館 ☎５５6－6371
　　　　　　　はにわの館 ☎５５9－4599
　　　　　　　古代蓮会館 ☎５５9－0770

勤労会館

観光案内所

１２月２９日（月）～１月３日（土）

男女共同参画推進センター
「VIVAぎょうだ」

コミュニティセンターみずしろ

コミュニティセンター南河原

婦人ホーム

産業文化会館

はにわの館

古代蓮会館

古代蓮の里
売店・うどん店

１２月２９日（月）～１月３日（土）

１２月２７日（土）～１月５日（月）

１２月２4日（水）～３１日（水）
１月２日（金）・３日（土）
※古代蓮会館は１月１日（木）午前６時から
　9時まで開館
　（入館受け付けは午前8時３０分まで）

１２月２4日（水）～１月6日（火）

可燃ごみ

不燃 ・ 粗大 ・ 有害ごみ
資源物の収集
し尿の汲み取り

休業期間 １月1日（木）・2日（金）

運休期間 １２月29日（月）～１月3日（土）

休業期間 １２月27日（土）～１月4日（日）

１２月27日（土）～１月4日（日）

　問い合わせ　総合体育館 ☎５５３－３３７７
　　　　　　　 市民プール ☎５５5－2455

　問い合わせ　老人福祉センタ－「大堰永寿荘」 ☎５５７－2486
　　　　　　　老人福祉センタ－「南河原荘」 ☎５５７－2105
　　　　　　　障害者福祉センタ－ ☎５５3－2181
　　　　　　　児童センタ－ ☎５５4－5706
　　　　　　　学童保育室は子育て支援課へ（内線292）

　問い合わせ　中央公民館 ☎５５6－2649
　　　　　　　図書館 ☎５５6－4227
　　　　　　　教育研修センター ☎５５6－6458
　　　　　　　郷土博物館 ☎５５4－5911

市役所および関連施設の年末年始の休業・休館
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　話し相手や外出の支援など地域の中で高齢者の日常
生活を支援するボランティアの養成講座を実施します。

▶日　　時　平成21年１月27日（火）午前10時30
　　　　　　分～午後４時15分
▶場　　所　総合福祉会館「やすらぎの里」
▶内　　容　高齢化の現状やボランティアの基礎知識

を身につけ、高齢者のからだやこころの
特性などを学びます。

▶対　　象　県内在住で高齢者に関するボランティア
活動（話し相手や外出の支援など）に興
味のある人

▶費　　用　無料
▶定　　員　100人
▶申し込み　募集案内（高齢者福祉課９番窓口および
　　　　　　行田市社会福祉協議会で配布）を参照の
　　　　　　うえ、12月10日（水）から平成21年１月20
　　　　　　日（火）までに電話、郵送またはＦＡＸで。
　　　　　 【郵送】〒361―8601 行田市本丸2―5

高齢者福祉課 【FAX】564―3770
▶問い合わせ　高齢者福祉課高齢者福祉担当 (内線278)

郷土博物館入館者が　　　　
　　　　　90万人を突破

　11月９日、郷土博物館では入館者が90万人を突破
しました。同館は昭和63年２月に開館し、実物の資
料を見ながら行田の歴史と文化について学べる場とし
て多くの方に親しまれています。　　
　記念すべき90万人目の入館者となったのは、夫妻
で来館した市内城西にお住まいの野村定五・弘子さ
ん。行田商工祭・忍城時代まつりの開催にあわせて、
子や孫と一緒に入館したという野村さんには、認定書
や記念品として行田産米「彩のかがやき」がプレゼン
トされました。

▶問い合わせ　郷土博物館 ☎554―5911

アクティブライフ支援隊
（高齢者に関するボランティア）

養成研修

90万人目の入館者となった野村さん

行田の情報が満載
「ふるさとメール」にご登録ください

　市では、本市の情報をＥメールで無料配信する「行
田市ふるさとメール」（メールマガジンサービス）を
平成16年度から行っています。　　
　このメール配信では、「市報ぎょうだ」に掲載した
催し・募集などの情報をはじめとする市からのお知ら
せに加え、埼玉新聞に掲載された本市のニュースなど
を毎月１回提供しています。
　埼玉新聞社ホームページまたは市ホームページから
ご登録ください。
https://www.saitama-np.co.jp/f_mail/gyoda/
g-furusato/index.html

▶問い合わせ　広報広聴課広報広聴担当（内線318）

郷土博物館臨時休館のお知らせ

　空調関係工事のため、12月9日(火)から26日（金）
まで臨時休館します。なお、12月27日(土)から平成
21年1月5日(月)までは年末年始のため休館します。

▶問い合わせ　郷土博物館 ☎554－5911

下水道事業受益者負担金の納付を
お忘れなく

第３期納期限　12月25日(木)
　下水道事業受益者負担金の期限内納付にご協力をお
願いします。期限内納付が困難な場合は、納付相談を
ご利用ください。納付には、支払いに便利な口座振替
をご利用ください。

▶問い合わせ　下水道課業務担当（前谷１－１ 水道庁
　　　　　　　舎内）☎564－0303
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▶受付期間　平成21年１月30日(金)まで 
　　　　　　※予算額に達し次第終了　　
▶受付場所　県青空再生課　
▶受付時間　午前9時30分～11時30分および午後

　　　　　１時～４時（土・日曜日、祝日を除く）
▶対　　象　
　⑴平成20年４月１日現在の県内登録車（使用の本

拠がさいたま市内の車両はさいたま市へ申請）
　⑵車両総重量が3.5ｔ超のディーゼル車（貨物・

乗合・特種自動車）
　⑶長期規制適合車（型式がＫＫ―、ＫＬ―など）
　⑷初度登録が平成14年4月以降の車 
　　※初度登録が平成14年４月から平成15年3月
　　　までの車両に対する補助は、今年度で終了
▶補助金額　粒子状物質減少装置装着費用の4分の1

　　　　以内（上限額:車両1台あたり10万円、
　　　　１申請者あたり200万円）

▶問い合わせ　県青空再生課 ☎048－830－3063
　　　　　　FAX048－830－4772

ご活用ください
県労働相談センターの労働相談

　県労働相談センターでは、賃金などの労働条件や解
雇、労務管理上の問題など、勤労者と経営者の労働に
関する悩みや疑問についての相談を受け付けています。

▶日　　時　月～金曜日（祝日、年末年始を除く）
 　　　　　【電話相談】午前９時～午後５時
 　　　　　【面接相談】午前９時～午後４時
▶場　　所　県庁第２庁舎１階
▶費　　用　無料
▶問い合わせ　同センター☎048―830―4522

ディーゼル車への粒子状物質減少装置
装着に対する補助を行います

最低賃金が改正されました

　埼玉県最低賃金が、10月17日から時間額722円に
改正されました。
　この最低賃金は、県内すべての労働者とその使用者
に適用されます。なお、特定の産業については、別途
産業別最低賃金が適用されます。

▶問い合わせ　埼玉労働局賃金室☎048―600―6205
　　　　  　 または行田労働基準監督署☎556―4195

　11月７日、本市産業の振興発展に寄与した優良産業
従業員を表彰する行田市優良産業従業員表彰式典が市役
所で行われました。今年は、同一事業所に30年以上勤
務されている次の永年勤続者56人の方々が表彰されま
した。（順不同、敬称略）

東旭株式会社
　伊藤　治哉・青木　　忍・清水　正義
　長谷川栄次・松崎　益彦

岩崎電気株式会社埼玉製作所 　
　荒海　正廣・鵜飼　元幸・小田嶋優伸
　川畑　清信・木村　和男・倉上　好幸
　黒澤　輝彦・正田　勝美・杉山　元博
　高橋　典久・西島　　豊

大野建設株式会社 
　飯野　次郎・矢口　　昇

小川工業株式会社 
　梅澤　熊治・江森　隆夫・岡田　　正
　金冨　正彦・臨山　泰夫・福岡　正美

株式会社協同バス 
　石川伊久男・梅澤　祥男

株式会社キョーワナスタ行田工場
　川鍋　修二

株式会社グリーンメイトスクール販売
　中島　　尚

佐野計商店 
　今村　和枝・加藤はつ子・佐野加代子
　眞下　てい・吉野　茂子・吉野　信子

株式会社サンワックス
　関根　吉幸

株式会社伸和 
　野澤今伊作

株式会社清水アーネット 
　石川　文義・関口　弘昭

新輝合成株式会社埼玉工場 
　新井　謙一・和泉　正司・大木　孝弘
　清水　憲一・関口　一芳・田口　茂生

株式会社東京軽合金製作所 
　新井　哲雄・上山　芳昭・国島　史雄
　小林　守男・鈴木　敏雄・棚沢　信行
　吉沢　　久・吉野　和雄

明和グラビア株式会社行田工場 
　高橋千加志・高橋　良治・田口　能也
　町田　　栄

▶問い合わせ　
　商工観光課商工担当（内線384）

優良産業従業員として表彰された皆さん
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参 加 費 【マラソンの部】2,000円 【駅伝の部】4,000円
申し込み　平成21年１月30日（金）（消印有効）までに所定の
　　　　　用紙で振り込むか直接事務局へ
問い合わせ　ふじの里マラソン実行委員会(騎西町総合体育館内)
　　　　　☎0480－73－7610

《北川辺町》
タイトル　北川辺町立図書館をご利用ください
開館時間　午前10時～午後６時（金・土曜日は午後７時まで）
貸　　出　初回貸出時には氏名や住所などが確認できるものを
　　　　　お持ちください。

休 館 日　月曜日・月末
催 し 物　おはなし会　
　　　　 【毎週木曜日】午前11時～11時20分（幼児向け）
　　　　 【毎週土曜日】午後２時30分～２時50分（幼児向け）
　　　　　 　　　　　　午後３時～３時30分（４歳くらいから）
　　　　 【毎月最終日曜日】午前11時～11時40分（４歳くらいから）
問い合わせ　北川辺町立図書館（北川辺町生涯学習センター「み
　　　　　のり」内）☎0480－62－4400　ホームページ
　　　　　http://www.library.kitakawabe.saitama.jp
　　
《大利根町》
タイトル　甘くて美

お い

味しい『大利根産いちご』販売
内　　容　大利根町特産品のひとつ「いちご」を、道の駅「童

謡のふる里おおとね」農業創生センター内農産物直
売所で販売しています。朝摘みの新鮮ないちごは、
甘さとみずみずしさが、口いっぱいに広がります。
また、いちごの鮮度を保つため、果実に触れず丁寧
に収穫した「つるつきいちご」も販売しています。

問い合わせ　農業創生センター ☎0480－72－2111
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〜でかけませんかとなりまち〜

《加須市》
タイトル　不動ヶ岡不動尊總願寺節

せ つ ぶ ん え

分会の鬼追い豆まき式
内　　容　390年以上の伝統を誇る勇壮な「鬼追い豆まき式」
　　　　　が行われます。
　　　　　燃え盛る大たいまつを持った赤鬼が火の粉を振りま

きながら本堂回廊を激しく駆け回り、その火の粉を
浴びると厄よけになるといわれ、毎年、無病息災・
家内安全・商売繁盛などを祈願する大勢の参拝客で
にぎわいます。また、稚

ち ご

児練
ね り く よ う

供養や加須とび組合に
よるはしご乗りのほか、消防音楽隊や不動岡高校吹
奏楽部、武州加須囃子保存会による演奏があります。

日　　時　平成21年２月３日（火）【１回目】正午～
　　　　　【２回目】午後４時～ 【３回目】午後８時30分～
問い合わせ　加須市勤労商工課☎0480－62－1111
　　　　　（内線276)

《羽生市》
タイトル　第26回藍のまち羽生さわやかマラソン大会
日　　時　平成21年３月８日（日）午前９時30分スタート
　　　　　※雨天決行
場　　所　羽生中央公園陸上競技場　　　　　　　　　　
種　　目　ハーフ、10km、5km
応募資格　高校生以上の方
参 加 費 【一般】2,500円　【高校生】1,500円
　　　　 【中学生】1,000円
申込方法　所定の申込用紙に必要事項を記入のうえ、参加費を
　　　　　添えて平成21年１月３1日（土） までに市体育館に
　　　　　持参または郵便振替、ランナーズのランテス（http://
　　　　　 runnet.jp/home.php）でお申し込みください。
問い合わせ　マラソン大会事務局（羽生市体育館内）☎563－0
　　　　　150

《騎西町》
タイトル　ふじの里マラソン大会＆騎西町駅伝大会
日　　時　平成21年３月15日（日）※雨天決行
　　　　 【マラソンの部】午前９時スタート
　　　　 【駅  伝  の  部】正午スタート
場　　所　旧県立騎西高校グラウンド
種　　目 【マラソンの部】ハーフ、10㎞、5㎞
　　　　 【駅  伝  の  部】1.8㎞×5人（小学生 男・女）
        　　　　　　　　　3.0㎞×5人（一般、高校生、中学
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生 男・女）

　 貸　出　数 貸出期間

図　　　書 ５冊以内
15 日間

紙　芝　居 ５組以内

雑　　　誌 ３誌以内
  8 日間

視聴覚資料 ２点以内
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保健センター　Tel.553ー0053 ／ Fax.555ー2551
保 健 案 内

ウエストすっきり教室
　「ダイエットをしたいけれど、何から始めたらいいか
わからない」「最近寒くなってきてあまり動いていない
せいか、おなか周りが気になる」などと悩んでいる女性
の方を対象に開催します。体重を落としてメリハリのあ
る体を手に入れましょう。

※3日間を通して受講してください

場　　所　保健センター
受付時間　午前9時30分～9時50分
対　　象　減量の意思がある60歳未満の女性
定　　員　25人（先着順）
持 ち 物　筆記用具、電卓、健康手帳、過去１年間の

健診結果（お持ちの方）
　　　　　※2回目は運動しやすい服装で、タオルと飲み物

　を持参してください。

申し込み　平成21年1月16日（金）までに直接または
　　　　　電話で保健センター
　　　　　※ひととき保育（2歳～小学校就学前の児・無料）

　を希望される方は申し込み時に申し出ください。

回 日　　時 内　　容 スタッフ

１
1月21日（水）
午前9時50分

～正午

 ・講話

 ・グループワーク
　 「太る原因を探ろう！」

 ・食事記録表の説明と書き方

 管理栄養士

２
1月30日（金）
午前9時50分

～正午

 ・講話

 ・実技
　 「楽しく動いてシェイプ！」

 健康運動
 指導士

３
2月5日（木）
午前9時50分

～正午

 ・講話

 ・グループワーク
　 「減量中の食事の摂り方」
（フードモデルを使ってバランスガイ
ドを作る。間食の摂り方を学ぶなど）

 管理栄養士

犬のしつけ方教室
日　　時　平成21年1月16日(金) 午後1時受付開始
　　　　　午後1時30分～4時 
場　　所　羽生市民プラザ多目的室3（羽生市中央3

－7－5）
内　　容　犬の健康管理およびしつけ方についての講義
講　　師　埼玉県動物指導センター職員、行田・羽生

狂犬病予防協会所属獣医師
定　　員　50人（先着順）
費　　用　無料
主　　催　行田・羽生狂犬病予防協会
そ の 他　犬を連れての参加はできません。
申し込み　12月15日(月) から電話で保健センター

健康講座⑩  
若さと美しさを保つ食事の工夫
～美

お い

味しく食べて、脳も身体もリフレッシュ～

　健康を保つには、良い食事を取ることが大切です。
楽しく食事をすると、気持ちも明るくなります。難し
く考えずに、食事のポイントを話し合いましょう。

日　　時　平成21年1月14日（水）午後1時30分～
3時30分

場　　所　保健センター
内　　容　丸橋悦子さん（管理栄養士）による講話
定　　員　30人（先着順）
持 ち 物　筆記用具、電卓、健康手帳
申し込み　平成21年1月9日(金)までに直接または電

話で保健センター

こんにちは赤ちゃん訪問事業
出生連絡票差出しボックス

　市では、お子さんが生まれたご家庭に、保健師・助
産師らが訪問する「こんにちは赤ちゃん訪問事業」を
実施しています。
　出産された方は、母子健康手帳に添付されている出
生連絡票を保健センターヘ提出してください。なお、
出生連絡票は、子ども医療費の申請を受け付けている
保険年金課５番窓口に設置してある「出生連絡票差出
しボックス」に入れることもできます。
　出生連絡票が提出されると、保健センターからご家
庭へ連絡をし、お子さんの発育状況や市内の育児情報
の話をしたり、育児相談をお受けしたりします。

▶問い合わせ　保健センター母子担当☎553－0053
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休日急患診療

 ・診療科目……内科、小児科、外科
 ・診療時間……午前10時～午後5時
＊医療機関が変更されることがあります

ので、事前に問い合わせください。
 ・行田中央総合病院　  ☎553－2000
 ・壮幸会行田総合病院  ☎552－1111

◇夜間などの急病やけがで受診できる医
療機関を知りたいとき

 ・行田市消防署　☎556－3005
 ・埼玉県救急医療情報センター ☎048

－824－4199

期　　日 医療機関名

12 月 21 日（日） 壮幸会行田総合病院

12 月 23 日（火） 行田中央総合病院

12 月 28 日（日） 行田中央総合病院

  1 月   4 日（日） 行田中央総合病院

  1 月 11 日（日） 壮幸会行田総合病院

  1 月 12 日（月） 行田中央総合病院

名　　称 対　　象 期　　日 受付時間 内容・注意事項

　健康相談 健康に関する相談をしたい方

     1 月 19 日 ㈪ 午前10時～11時

日常生活や食事についての相談を
保健師・栄養士がお受けします。

　糖尿病健康相談 糖尿病について心配のある方
申し込みが必要です。

　禁煙相談 たばこをやめたい方

　こころの相談
なんとなく気分がすぐれない、
夜眠れない、不安や心配事がある、
人間関係に悩みがあるという方

   12 月 18 日 ㈭
申し込みの際に
お知らせします。

申し込みが必要です。

名　　称 対　　象 期　　日 受付時間 内容・注意事項

　乳幼児健診 　４カ月児・１歳６カ月児・
　 2 歳 7 カ月児・3 歳６カ月児

　対象者には通知します。転入されたお子さんで前住所地で受診していない
　方は保健センターにご連絡ください。　　

　BCG 予防接種

　平成 20 年 9 月 1 日～ 15 日
　生まれの子    12 月 17 日 ㈬

午後 1 時 30 分
～ 2 時 20 分

対象者には通知します。対象児
以外でまだ受けていないお子さ
ん（６カ月未満）は、この機会
に受けてください。

　平成 20 年 9 月 16 日～ 30 日
　生まれの子      1 月　6 日 ㈫

　乳幼児相談 　小学校入学前の子
　12 月 18 日 ㈭ 午後 1 時 30 分

～ 4 時 保健師、栄養士がお受けします。
申し込みが必要です。

　  1 月 13 日 ㈫ 午前 9 時 30 分
～ 11 時 30 分

　離乳食教室（初期） 　平成 20 年 7 月 15 日～ 8 月 14
　日生まれの子      1 月　8 日 ㈭ 午後 1 時 45 分

～ 2 時 申し込みが必要です。

　離乳食教室（中後期） 　平成 20 年 2 月～ 6 月生まれの子 　  1 月 28 日 ㈬ 午前 9 時 45 分
～ 10 時 申し込みが必要です。

　思春期こころの相談 　小・中学生、高校生など、または　
　その家族など      1 月　8 日 ㈭ 午前 9 時 30 分

～正午
心理士、保健師がお受けします。
申し込みが必要です。

子どもの行事 ※場所は保健センター

おとなの行事 ※場所は保健センター

年末年始の在宅当番医（12月31日～1月3日）

期　　日 医療機関名 電　話 当日の診療科目

12月31日（水）

  壮幸会行田総合病院（持田） 552ー1111  内科、小児科、外科

  やまかわ内科クリニック
　（壱里山町） 564ー1488  内科

  田谷医院（長野） 554ー1660  皮膚科

  はま歯科医院（富士見町） 555ー0036  歯科

  1月  1日（木）

  行田中央総合病院（富士見町） 553ー2000  内科、小児科、外科

  おくだいら内科クリニック
　（門井町） 556ー7877  内科

  高梨医院（持田） 553ー3039  内科、皮膚科

  1月  2日（金）

  壮幸会行田総合病院（持田） 552ー1111  内科、小児科、外科

  荒木医院（真名板） 559ー3102  内科

  村越メディカルクリニック
　（行田） 556ー2549  内科、婦人科

  櫨歯科医院（持田） 554ー3600  歯科

  1月  3日（土）

  壮幸会行田総合病院（持田） 552ー1111  内科、小児科、外科

  こばやし小児科・内科（棚田町） 554ー9011  内科、小児科

  大塚皮膚科医院（行田） 555ー2021  皮膚科

  江黒歯科クリニック（長野） 555ー6480  歯科

診療時間　午前10時～午後5時（歯科は午前10時～正午）
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相　　談 場　　所 日　　　　程 時　　　間 問い合わせ

法律（予約制） 市役所   12月22日㈪　※次回1月27日㈫の予約は   
  １月5日㈪から　   午前9時〜午後3時

生活課

（内線252）

行政 市役所   12月15日㈪、1月5日㈪　   午後1時30分〜3時30分

結婚 男女共同参画推進センター   12月21日㈰　   午前9時30分〜11時30分
（受け付けは午前9時30分〜11時）

消費生活
多重債務 市役所   12月15日㈪・18日㈭・22日㈪・25日㈭

  1月5日㈪・8日㈭・15日㈭   午前9時30分〜午後3時30分

夫婦関係・DVなど
（予約制） 男女共同参画推進センター   12月19日㈮・26日㈮ 　　

  1月9日㈮　   午後1時〜4時 男女共同参画推進センター
「VIVAぎょうだ」☎556-9301

内職 市役所   12月16日㈫・19日㈮・26日㈮ 
  1月6日㈫・9日㈮・13日㈫　   午前10時〜午後4時 商工観光課

（内線383）

人権 忍・行田公民館   1月14日㈬   午後1時30分〜3時30分 人権推進課（内線221）

税務 中央公民館
（教育文化センター「みらい」内）   12月16日㈫   午後1時30分〜3時30分 関東信越税理士会行田支部

☎554ー1411

水道料金の休日納付 水道庁舎（前谷）   12月21日㈰、1月11日㈰   午前8時30分〜正午
水道課

☎553ー0131水道料金の夜間納付 水道庁舎（前谷）   12月16日㈫・25日㈭
  1月6日㈫・13日㈫　   午後5時15分〜7時

談相種各 （12月15日〜1月15日）

　2011年(平成23年)7月24日までに、今お使いのテレビを地上デジタル放送（地デジ）対応にかえ
ていただく必要がありますが、これに便乗し、テレビの地デジ対応やアンテナ交換などを口実にした詐
欺が発生しています。
　次のような手口の詐欺が発生していますので、だまされないよう十分にご注意ください。

【事例1】
　総務省やテレビ局の名前が書かれた手紙が届き、「地上デジタル放送切りかえ助成金が支給されるので、
手数料をお支払いください」と書かれている。

【アドバイス】
　　このような助成金は存在せず、手数料支払いを求めることもありません。偽の助成金案内状です。

【事例2】
　地上デジタル放送切りかえ工事は頼んでいないのに、テレビ局職員や地上デジタルテレビ受信対策員を名
乗る男が自宅にやってきて、受信工事やテレビの調整の代金支払いを求めてくる。

【アドバイス】
　　テレビ局などが、このような支払いを求めることはありません。お金を請求する偽者です。

　これらのような突然の心当たりのない請求は、架空請求や詐欺の可能性が高いと思われます。すぐには支払
わず、また、請求書に書かれている業者などに連絡する前に、ご家族などと相談してから対処してください。
不安なことがあれば、お近くの消費生活相談窓口にご相談ください。

▶問い合わせ　埼玉県消費生活支援センター春日部 ☎048－734－0999または生活課（内線252）

　「自分の家では地デジを見ることができるのか」「地デジを見るためにはどうすればよいか」など、地上
デジタルテレビ放送の視聴に関することは、総務省地上デジタルテレビジョン放送受信相談センターでも電
話相談を受け付けています。
☎0570－07－0101（午前9時〜午後9時、土・日曜日、祝日は午前9時〜午後6時）
※IP電話などでこの番号につながらない場合は、☎03－4334－1111で受け付けています。

地上デジタルテレビ放送全般についての問い合わせ
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食と農林業の祭典

　11月は埼玉県地産地消月間。これに合わ
せ、11月１日に行田市Ｂ級グルメ大会、２
日には行田市農業祭が行われました。また、
両日にわたり、県やＪＡ中央会などが主催の
２００８彩の国食と農林業ドリームフェスタ
が同時開催され、会場となった古代蓮の里は
多くの来場者であふれました。

　10月26日、第58回市民体育祭が総合公園自由
広場で開催されました。
　「パン食い競走」や「スティックボール転がし」な
どのオープン競技が行われ、和気あいあいと笑顔で
参加する選手たちで会場も和やかに。また、得点種
目の「三種混合リレー」、「紅白玉入れ」などの13
競技では、割れんばかりの声援を受けた気合十分の
選手らにより、デッドヒートが繰り広げられました。

割れんばかりの声援に気合十分

　郷土料理にスポットをあてた行田市Ｂ級グルメ大
会は、行田市のフライやゼリーフライ、東松山市の
やきとり、加須市のうどんなど、地域に根ざした個
性ある品々が登場。この日は、栃木県や群馬県から
もご当地料理が出品され、北関東ま
で範囲を拡大したグルメの祭典とな
りました。
　翌日の行田市農業祭では、行田産
の野菜や果物をはじめ、牛乳や肉類、
卵、花などのほか、行田在来青大豆
を使った豆腐が販売されるなど、豊
富に並んだ「近いがうまい埼玉産」
の農産物に訪れた人たちは目移りし
ている様子でした。
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６団体のささら獅子舞が集結

　11 月９日、第７回ふれあいウォーキングが市体育
指導委員協議会の主催で行われました。
　今回は、「忍城ゆかりの地」と題した総距離８㎞の
コースに 55 人が参加。水城公園を出発した参加者は、
体育指導委員から歩き方の指導を受けながら、清善寺
や高源寺、忍城址など、時代小説「のぼうの城」に登
場する名所を巡りました。

　11 月 16 日、利根導水路通水 40 周年記念の会 サケ
遡
そじょう

上・採卵観察会が ( 独 ) 水資源機構利根導水総合事業
所で開催されました。
　この日は、花や野菜などの販売、利根大堰についての
ビデオ上映、日ごろ見ることができない事務所内操作室
などの見学のほか、大堰自然の観察室前で行われた、サ
ケから卵を取り出して人工受精させる実演では、大勢の
来場者から驚きの声があがりました。

サケの採卵と受精の実演に驚きの声

　11 月１日、ものつくり大学市民特別公開講座が
同大学で開催され、女流棋士（女王・女流名人）で
市の観光大使でもある矢内理絵子さんが講師を務
めました。
　「戦いは最後の５分間にある」と題して行われた
講演では、将棋を始めたきっかけから、勝負の世界
の厳しさ、女王・女流名人になるまでの苦労と喜び
について語りました。将棋界の第一線で華々しい活
躍をされている矢内さんが今まで歩んできた体験談
に、来場者はメモを取りながら聞き入っていました。

将棋の世界を語る女王・女流名人

「のぼうの城」に登場する名所を巡る

　表紙で紹介した「第 29 回行田商工祭・忍城時
代まつり」では、戦国絵巻や武者行列、火縄銃演
舞などが行われたほか、産業文化会館前で、地域
に継承されているささら獅子舞が披露されました。
　市内に存在する６団体のささら獅子舞が一堂に
集結するのは初めてで、各団体の熱のこもった舞
に、観衆からは大きな拍手が送られました。
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技
全
国
大
会

が
10
月
、
栃
木
県

で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
大
会
に

進
修
館
高
校
機
械

研
究
部
か
ら
２

チ
ー
ム
が
出
場
し
、
華
麗
な
エ
コ
走
行
を
披
露
。

高
等
学
校
ク
ラ
ス
で
１
７
０
台
が
エ
ン
ト
リ
ー

す
る
中
、
１
千
３
３
５
・
９
０
３
㎞
／
Ｌ
を
記

録
し
た
同
校
Ａ
チ
ー
ム
が
、
５
位
に
入
賞
す
る

と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
ま
た
Ｂ

チ
ー
ム
も
９
位
と
い
う
好
成
績
を
収
め
、
ト
ッ

プ
10
に
２
チ
ー
ム
と
も
入
っ
た
こ
と
で
、
同
校

の
レ
ベ
ル
の
高
さ
が
証
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
部
に
所
属
し
て
い
る
、
３
年
生
４

人
、
１
年
生
３
人
の
計
７
人
が
、
エ
ン

ジ
ン
や
車
体
の
軽
量
化
を
徹
底
的
に
行

う
な
ど
細
部
に
ま
で
工
夫
を
凝
ら
し
た
、

世
界
に
ひ
と
つ
だ
け
の
エ
コ
カ
ー
造
り

を
行
い
ま
し
た
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
ー
を

一
台
完
成
さ
せ
る
に
は
、
設
計
か
ら
鉄

の
切
り
出
し
、
溶
接
な
ど
い
く
つ
も
の

工
程
を
す
べ
て
自
ら
の
手
で
行
い
ま
す
。

夏
休
み
に
は
合
宿
を
行
い
、
マ
シ
ン
の

精
度
を
高
め
、
メ
ン
バ
ー
の
団
結
を
強

め
て
、
大
会
に
臨
ん
だ
そ
う
で
す
。
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今
回
の
成
績
に
つ
い
て
田
中
一
朗
監
督
は

「
毎
日
遅
く
ま
で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
失

敗
し
て
も
諦
め
ず
に
マ
シ
ン
の
改
良
に
取
り
組

み
続
け
た
努
力
が
実
っ
た
」
と
部
員
の
健
闘
を

た
た
え
ま
す
。
ま
た
、
３
年
生
で
部
長
の
山
川

紘
史
さ
ん
は
「
一
つ
の
マ
シ
ン
を
造
る
過
程
で

生
じ
た
ア
ク
シ
デ
ン
ト
を
み
ん
な
で
乗
り
越
え
、

大
会
で
良
い
結
果
が
出
せ
た
こ
と
に
達
成
感
を

覚
え
る
。
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て
の

方
々
に
感
謝
を
し
た
い
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　
「
来
年
の
大
会
で
は
、
さ
ら
に
上
位
を
目
指

し
て
日
々
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
」
と
後
輩
に

エ
ー
ル
を
送
る
３
年
生
に
対
し
、「
先
輩
方
か

ら
学
ん
だ
こ
と
を
し
っ
か
り
受
け
継
い
で
い
き

た
い
」
と
話
す
１
年
生
は
熱
い
期
待
を
受
け
、

夢
を
マ
シ
ン
に
乗
せ
て
再
び
走
り
出
し
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ　

同
校
☎
５
５
６―

６
２
９
１

　このコーナーに登場していただける
方・団体・作品を募集しています。また、
俳句コーナーへの掲載募集は毎月５日ま
でに広報広聴課へご応募ください。なお、
応募いただいた作品は必ず掲載できるわ
けではありませんのでご了承ください。
　行田市本丸２―５・行田市役所広報広
聴課広報広聴担当まで（内線３１８）

広
場〜オリジナルカーで華麗なエコ走行〜

県立進修館高等学校  機械研究部

忍　
　
　

丸
山　

連
子

成
し
終
え
て
ひ
か
り
や
さ
し
き
大
刈
田

谷
郷　
　

大
谷　

峯
生

秋あ
き
な
す
び

茄
子
し
ぐ
さ
も
声
も
母
に
似
て

須
加　
　

須
加
か
づ
江

そ
ぞ
ろ
寒
暗
き
ニ
ュ
ー
ス
に
胸
痛
む

須
加　
　

天
沼　

広
吉

一
面
に
野
菊
宇
宙
の
休
息
日

北
河
原　

 

礒
貝
美
智
江

空
高
し
後こ
う
え
ん
ふ
ん

円
墳
は
悠ゆ

う
ぜ
ん然
と

埼
玉　
　

小
菅　

春
童

秋
雨
や
音
な
く
寄
す
る
認
知
症

埼
玉　
　

松
岡　

孝
子

や
や
寒
や
少
し
熱
め
に
風
呂
を
焚た

く

門
井
町　

 

森
下
さ
と
し

も
が
れ
て
も
ざ
く
ろ
は
な
お
も
大
笑
ひ

深
水
町　

 

松
岡　

東と
う
り籬

自
転
車
と
と
も
に
渡
船
や
天
高
し

清
水
町　

 

石
川　

裕
美

と
つ
お
い
つ
要
ら
ぬ
思
案
や
夜
長
し

持
田　
　

丸
山　

麟
一

さ
ら
さ
ら
と
風
の
吐
息
に
舞
う
落
葉

私
の
作
品

俳
句
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今
月
は
、
ピ
ア
ノ
の
弾
き
語
り
で
、
や
さ
し

く
癒
さ
れ
る
歌
声
を
人
々
に
届
け
よ
う
と
活
動

し
て
い
る
潮
崎
ひ
ろ
の
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　

潮
崎
さ
ん
は
５
歳
か
ら
ピ
ア
ノ
を
習
い
、
中

学
生
の
と
き
に
ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
へ

通
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。「
小
さ
な
こ
ろ
か
ら

歌
う
こ
と
が
好
き
で
、
人
前
で
歌
っ
て
褒
め
ら

れ
る
と
う
れ
し
く
て
、
歌
う
こ
と
は
楽
し
い
こ

と
だ
と
子
ど
も
な
が
ら
に
感
じ
て
い
ま
し
た
。

19
歳
の
と
き
に
、
著
名
な
作
曲
家
の
先
生
か
ら
、

発
声
方
法
や
歌
い
方
な
ど
の
指
導
を
受
け
ま
し

た
。
先
生
の
レ
ッ
ス
ン
は
と
て
も
厳
し
か
っ
た

で
す
が
、
歌
の
奥
深
さ
や
魅
力
を
教
え
て
い
た

だ
き
、
今
で
も
尊
敬
し
て
い
ま
す
」
と
、
一
人

の
指
導
者
と
の
出
会
い
か
ら
、
感
情
を
表
現
す

る
歌
い
方
や
音
楽
へ
の
取
り
組
み
方
に
刺
激
を

受
け
た
そ
う
で
す
。
そ
の
後
、
自
ら
の
力
を
高

め
よ
う
と
単
身
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
渡
り
ま
し
た
。

「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
や
ピ
ア
ノ
を
使
っ
た
弾
き
語

り
な
ど
、
今
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
分

野
の
発
声
方
法
を
学
び
ま
し
た
。
帰
国
し
て
か

ら
は
、
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
や
路
上
ラ
イ
ブ
で
の
活

動
の
ほ
か
、
知
人
の
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
で
演
奏

を
依
頼
さ
れ
る
な
ど
、
徐
々
に
人
前
で
歌
う
機

会
も
増
え
ま
し
た
」
と
話
す
よ
う
に
、
帰
国

後
、
音
楽
活
動
の
幅
を
広
げ
た
潮
崎
さ
ん

は
、
も
っ
と
多
く
の
人
に
自
分
の
歌
を
聴

い
て
も
ら
い
た
い
と
Ｃ
Ｄ
を
自
主
制
作
し

た
ほ
か
、『
も
ち
も
ち
ゼ
リ
ー
フ
ラ
イ
』
と

い
う
曲
を
作
り
、
11
月
に
行
わ
れ
た
行
田

市
Ｂ
級
グ
ル
メ
大
会
で
初
披
露
し
ま
し
た
。

　

中
学
生
の
と
き
に
初
め
て
作
詞
を
し
て

か
ら
、
現
在
ま
で
に
書
き
上
げ
た
歌
は
30

曲
以
上
。
ゆ
っ
た
り
し
た
曲
が
多
い
中
で
、

玩
具
の
ピ
ア
ノ
を
使
っ
て
曲
調
に
変
化
を

つ
け
る
な
ど
、
独
特
な
音
楽
ス
タ
イ
ル
を

築
き
あ
げ
て
い
る
潮
崎
さ
ん
は
、
今
後
、
市
役

所
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
へ
の
登
場
も
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。『
日
本
を
代
表
す
る
コ
ン
サ
ー
ト

ホ
ー
ル
で
２
千
人
の
観
客
を
前
に
ラ
イ
ブ
を
行

う
』
と
い
う
夢
に
向
か
い
着
実
に
歩
み
続
け
て

い
る
潮
崎
さ
ん
の
歌
声
は
、
こ
れ
か
ら
も
幅
広

い
世
代
の
人
た
ち
の
心
に
響
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

歌
と
ピ
ア
ノ
で
多
く
の
人
の
心
に
響
く
歌
を

潮
崎　

ひ
ろ
の 

さ
ん
（
矢
場
・
23
歳
）

宮
本　
　

新
井　

娃あ
い
こ子

日
々
自じ
て
き適

と
き
に
は
無ぶ

り
ょ
う聊

秋
刀
魚
焼
く

前
谷　
　

町
田　

貞
子

雨
予
報
植
え
る
玉た
ま
ね
ぎ葱
手
が
笑
う

（
木
島　

斗
川　

監
修
）

はじめまして
平成20年2月生まれのお子さんを募集します。
申し込みは広報広聴課広報広聴担当（内線 318）

締め切りは12月26日㈮
抽選会は1月6日㈫の午後1時30分市役所307会議室

飯
田　

美み

ゆ結
ち
ゃ
ん（
城
西
）

父
・
勝
雄
さ
ん　

母
・
恵
里
佳
さ
ん

平
成
19
年
12
月
21
日
生
ま
れ

「
美
結
の
笑
顔
は
家
族
の
幸
せ
」

吉
田　

陽は
る
か香

ち
ゃ
ん（
桜
町
）

父
・
晃
さ
ん　

母
・
瞳
さ
ん

平
成
19
年
12
月
６
日
生
ま
れ

「
兄
妹
仲
良
く
元
気
に
育
っ
て
ね
」

横
田　

菜な

お桜
ち
ゃ
ん（
忍
）

父
・
学
さ
ん　

母
・
清
美
さ
ん

平
成
19
年
12
月
26
日
生
ま
れ

「
い
つ
ま
で
も
愛
ら
し
い
娘
で
」

山
㟢　

結り
の
ん暖

ち
ゃ
ん（
谷
郷
）

父
・
一
彰
さ
ん　

母
・
寿
枝
さ
ん

平
成
19
年
12
月
28
日
生
ま
れ

「
笑
顔
の
ス
テ
キ
な
女
の
子
に
☆
」

田
口　

陽ひ

な菜
ち
ゃ
ん（
谷
郷
）

父
・
昌
弘
さ
ん　

母
・
比
登
美
さ
ん

平
成
19
年
12
月
10
日
生
ま
れ

「
健
康
な
子
に
育
っ
て
ね
!!
」

「はじめまして」にパソコンや携帯電話から応募ができます
詳しくは、市ホームページ http://www.city.gyoda.lg.jp/kouhou/hajimemashite/index.html（パソコンから）
または、http://www.city.gyoda.lg.jp/i/koho/hajimemashite.html（携帯電話から）をご覧ください。

『どんぐり家族』
藤井　あすか・翔（駒形）



▼
日
時　

12
月
31
日
㈬
午
後
10
時
～

平
成
21
年
１
月
１
日
㈭
午
前
１
時 

▼
場
所　

忍
城
址
（
郷
土
博
物
館
）

鐘
楼
付
近　

▼
内
容　

鐘
つ
き
（
先

着
１
千
人
）、
開
運
招
福
銭
プ
レ
ゼ

ン
ト
（
鐘
を
つ
い
た
方
）、
各
種
催

し
物　

▼
問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光

課
観
光
担
当
（
内
線
３
８
２
）

▼
日
時　

12
月
20
日
㈯
午
後
１
時
～

４
時　

▼
場
所　

星
宮
公
民
館　

▼

内
容　

立
体
た
こ
を
作
っ
て
飛
ば
そ

う　

▼
対
象　

小
学
生
（
保
護
者

同
伴
の
こ
と
）、
中
学
生　

▼
定
員 

15
人
（
先
着
順
） 

▼
費
用　

１
人

５
０
０
円　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ　

も
の
つ
く
り
大
学
☎
５
６
４

―

３
８
１
９

▼
日
時　

12
月
18
日
～
平
成
21
年
２

月
26
日
の
毎
週
木
曜
日
（
元
日
を
除

く
）（
全
10
回
）
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分　

▼
場
所　

総
合
福
祉
会

館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」
第
３
研
修
室 

▼
対
象　

手
話
奉
仕
員
養
成
講
習
会

入
門
課
程
修
了
者
お
よ
び
同
等
の
技

術
を
有
す
る
方　

▼
受
講
無
料　

▼

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

12
月
４

日
㈭
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
行
田

市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
５
５
７―

５
４
０
０

▼
日
時　

12
月
25
日
㈭
午
前
９
時
30

分
～
午
後
１
時　

▼
場
所　

総
合
福

祉
会
館「
や
す
ら
ぎ
の
里
」中
庭（
雨

天
の
場
合
は
第
１
研
修
室
） 

▼
対
象 

幼
児
・
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
お

よ
び
60
歳
以
上
の
方
（
60
歳
以
上
の

方
の
み
の
参
加
可
） 

▼
定
員　

50
人 

▼
参
加
費　

50
円
（
保
険
代
含
む
・

当
日
徴
収
） 

▼
持
ち
物　

エ
プ
ロ

ン
、
三
角
巾　

▼
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ　

12
月
８
日
㈪
か
ら
直
接
ま

た
は
電
話
で
行
田
市
社
会
福
祉
協
議

会
☎
５
５
７―

５
４
０
０

▼
日
時　

平
成
21
年
１
月
14
日
㈬
午

後
１
時
～
４
時　

▼
場
所　

生
活
課

相
談
室　

▼
相
談
内
容　

相
続
、
遺

言
、
示
談
書
、
交
通
事
故
、
農
地
転

用
、
許
認
可
関
係
ほ
か
日
常
生
活
の

困
り
ご
と　

▼
問
い
合
わ
せ　

埼
玉

県
行
政
書
士
会
埼
北
支
部
（
行
田
地

区
）
小
野
田
☎
５
５
６―

３
３
４
６

▼
日
時　

12
月
19
日
㈮
午
後
１
時
～

４
時
30
分　

▼
場
所　

大
宮
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
４
階
市
民
ホ
ー

ル
（
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
１

―

７―

５
） 

▼
対
象　

平
成
21
年
３

月
に
大
学
・
短
大
・
専
門
学
校
な
ど

を
卒
業
予
定
の
方
ま
た
は
１
～
３
年

以
内
の
既
卒
の
方　

▼
参
加
企
業 

60
社
予
定　

▼
そ
の
他　

履
歴
書
持

参
、
入
退
場
自
由
、
参
加
企
業
の
求

人
等
情
報
誌
を
来
場
者
全
員
に
配
布 

▼
問
い
合
わ
せ　

埼
玉
県
雇
用
対

策
協
議
会
☎
０
４
８―

６
４
７―

４
１
８
５

　

エ
イ
ズ
や
性
感
染
症
に
つ
い
て
の

悩
み
や
疑
問
に
、
専
門
の
相
談
員
が

夜
間
も
電
話
で
応
対
し
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
名
前
も
住
所
も
お
聞
き
し
ま
せ

ん
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

12
月
６
日
㈯
午
前
９
時

～
７
日
㈰
午
後
３
時　

▼
受
付
ダ

イ
ヤ
ル　

☎
０
４
８―

８
２
５―

３
０
６
０　

▼
そ
の
他　

通
常
の
電

話
相
談
（
毎
週
月
～
金
曜
日
午
前
10

時
30
分
～
午
後
３
時
30
分
）
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ 

埼
玉
県
疾
病
対
策
課
☎
０
４
８―

８
３
０―

３
５
５
７

20

広告

 

行
田
ゆ
く
年
く
る
年

 

30
時
間
連
続

　
　

エ
イ
ズ
電
話
相
談

＊広告掲載の問い合わせは、（有）三共社印刷所へ　☎５５６ー６２０１

 

行
政
書
士
無
料
相
談
会

行
田
市
民

「
お
も
し
ろ
も
の
づ
く
り
教
室
」
⑦

 

求
人
企
業
合
同
面
接
会

 

三
世
代
交
流
も
ち
つ
き
会

 

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
手
話
講
習
会
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▼
日
時　

平
成
21
年
１
月
25
日
㈰

【
１
回
目
】午
前
11
時
～　
【
２
回
目
】

午
後
２
時
～　

▼
場
所　

教
育
文
化

セ
ン
タ
ー
「
み
ら
い
」
文
化
ホ
ー

ル　

▼
入
場
料　

前
売
り
券
１
千

円
、
当
日
券
１
千
２
０
０
円　

▼
主

催　

か
が
や
き
の
会
イ
ベ
ン
ト
実
行

委
員
会　

▼
後
援　

行
田
市
、
行
田

市
社
会
福
祉
協
議
会
、
行
田
市
教
育

委
員
会
ほ
か　

▼
チ
ケ
ッ
ト
販
売
・

21

広告

き
ょ
う
さ
れ
ん
30
周
年
記
念
映
画

「
ふ
る
さ
と
を
く
だ
さ
い
」
上
映
会
IN
行
田

問
い
合
わ
せ　

か
が
や
き
共
同
作
業

所
☎
５
５
９―

１
０
３
４　

Ｆ
Ａ
Ｘ

５
５
９―

２
４
２
４

▼
日
時　

12
月
23
日
㈫
午
後
２
時
～ 

▼
場
所　

教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
「
み

ら
い
」
文
化
ホ
ー
ル　

▼
入
場
料 

１
千
円　

▼
主
催　

映
画「
蟹
工
船
」

を
見
る
会　

▼
後
援　

行
田
市　

▼

問
い
合
わ
せ　

飯
島
宅
☎
５
５
５―

２
０
７
２

▼
日
時　

12
月
28
日
㈰
午
後
４
時
開

演　

▼
場
所　

教
育
文
化
セ
ン
タ
ー

「
み
ら
い
」
文
化
ホ
ー
ル　

▼
内
容 

ネ
イ
テ
ィ
ブ
ア
メ
リ
カ
ン
に
よ
る
南

米
民
族
音
楽
の
生
演
奏　

▼
出
演 

Ｓ
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｙ
（
シ
サ
イ
） 

▼
入
場
料 

２
千
５
０
０
円　

▼
後
援　

行
田
市

教
育
委
員
会
、
熊
谷
市
教
育
委
員

会
、
熊
谷
市
国
際
交
流
協
会　

▼
問

い
合
わ
せ　

丸
山
宅
☎
５
２
４―

８
３
１
０

▼
日
時　

12
月
21
日
㈰
午
前
11
時
～

午
後
２
時　

▼
場
所　

ベ
ル
ヴ
ィ

ア
イ
ト
ピ
ア　

▼
対
象　

25
歳
以
上

で
独
身
の
方　

▼
参
加
費　

２
千

円
（
食
事
・
飲
み
物
付
き
） 

▼
申
し

込
み
・
問
い
合
わ
せ　

12
月
16
日
㈫

ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
彩
の
さ
と
出
会
い
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
荒
木
☎
５
５
４―

０
１
６
２
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）

映
画
「
蟹
工
船
」
上
映
会

エ
ク
ア
ド
ル

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
in
行
田

ク
リ
ス
マ
ス
・
パ
ー
テ
ィ
ー

Ｖ
ビ バ

ＩＶＡ講演会
～闘病が与えてくれた新しい人生～

　がん闘病体験から得た、新しい人生、ほっとする生き方、
夫婦や親子のあり方など、生き生きと元気で過ごすための
メッセージをお届けします。
▶日　時　平成 21 年１月 24 日 ( 土 )
　　　　　午後２時～３時 30 分
▶場　所　男女共同参画推進センター「V

ビ バ

IVA ぎょうだ」
　　　　　学習室
▶講　師　井上真弓さん
▶定　員　50 人 ( 先着順 )
▶参加費　無料
▶申し込み・問い合わせ　12 月 16 日 ( 火 ) から（保育の

申し込みは平成 21 年１月 15 日 ( 木 ) まで）、直
接または電話で同センター☎５５６―９３０１

行田市ＰＴＡ連合会・人権教育推進協議会合同学習講演会

▶日　時　平成 21 年１月 18 日（日）午後１時 30 分開演
▶場　所　産業文化会館ホール　
▶演　題　ひとつしかない命～１リットルの涙～　
▶講　師　木藤潮香さん　
▶内　容　映画・テレビドラマで大反響を呼んだ「１リット

ルの涙」の著者・木藤亜矢さんの闘病生活を母
として支えた経験を基に、命の大切さと自分らし
く生きることの意味について語ります。※手話通
訳あり

▶入場料　無料（ただし入場整理券が必要）　
▶入場整理券配布　12 月 20 日（土）午前９時から中央公

民館および各地域公民館（１人２枚まで）
▶主　催　行田市教育委員会、行田市人権教育推進協議会、

行田市ＰＴＡ連合会
▶その他　○ひととき保育（２歳以上の未就学児の保育・無

料）を行います。希望者は、平成 21 年１月９
日（金）までに申し込みください。

　　　　　○市内の小・中学生が描いた人権ポスター展を
同時開催します。

▶問い合わせ　ひとつくり支援課☎５５６―８３１９

男女共同参画



放送大学4月入学生

▼
期
間　

12
月
18
日
㈭
～
23
日
㈫ 

▼
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
９

時
（
入
館
受
付
は
午
後
８
時
30

分
ま
で
） 

▼
場
所　

古
代
蓮
会
館 

▼
内
容　

ク
リ
ス
マ
ス
限
定
企
画

と
し
て
、
開
館
時
間
の
延
長
、
温

か
い
コ
ー
ヒ
ー
や
ポ
ッ
プ
コ
ー

ン
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま

す
。
館
内
や
園
内
に
彩
ら
れ
た
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
展
望
室
か
ら

の
す
て
き
な
夜
景
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。 

▼
入
館
料　

大
人

４
０
０
円
、
小
人
（
小
・
中
学
生
）

２
０
０
円
※
未
就
学
児
無
料

22

広告

行田市の人口と世帯　　　　 人口８７,１４５人　　男４３,４２７人　　女４３,７１８人　　世帯数３２,２９５世帯
（平成２０年１１月１日現在）　  １０月中の異動　出生５３人　転入等１８５人　死亡７２人　転出等２０７人

行田市産業・文化・
スポーツいきいき財団

（財）

産業文化会館 商工センター 古代蓮会館 グリーンアリーナ

申し込み・問い合わせ

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

▼
日
時　

12
月
20
日
㈯
午
後
６
時

30
分
～
８
時　

▼
場
所　

古
代
蓮

会
館
休
憩
所　

▼
ハ
ー
モ
ニ
カ
演

奏　

加
藤
栄
さ
ん　

▼
入
館
料 

大
人
４
０
０
円
、
小
人
２
０
０
円

※
未
就
学
児
無
料

▼
日
時　

12
月
21
日
㈰
午
後
２
時

開
演　

▼
場
所　

産
業
文
化
会
館

ホ
ー
ル　

▼
内
容　

一
度
は
聴
い

た
こ
と
の
あ
る
曲
を
中
心
と
し
た

ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト　

▼
出

演　

行
田
音
楽
家
協
会　

▼
入
場

無
料

10
万
石
の
夜
景　
　

～
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
３
万
球
～

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

第８回特別支援学校
職業教育フェア

ハ
ー
モ
ニ
カ
コ
ン
サ
ー
ト

in
ク
リ
ス
マ
ス

▶日　時　平成 21 年１月 22 日 ( 木 ) 正午～午
後５時、23 日 ( 金 ) 午前 10 時～午後５時　
▶場　所　浦和コルソ７階コルソホール ( さいた

ま市浦和区高砂１―12―１)　
▶内　容

○養護学校、ろう学校の生徒が作業学習や専門
学科で作成した製品の展示と頒布

○盲学校専攻科生徒によるあんま・マッサージ
実演体験

▶問い合わせ　特別支援学校職業教育フェア実
行委員会事務局赤間（県立春日部養護学校内） 
☎ 048―761―1991　FAX048―760―
1205 

　放送大学はテレビなどの放送により授業を行う
通信制の大学です。働きながら学んで大学を卒業
したい、学びを楽しみたいなど、さまざまな目的
で幅広い世代の方が学んでいます。
▶募集学生の種類　教養学部（科目履修生、選科

履修生、全科履修生）、大学院（修士科目生、修
士選科生）
▶出願期間　12 月 15 日 ( 月 ) ～平成 21 年 2

月 28 日 ( 土 )
▶資料請求・問い合わせ　放送大学埼玉学習セン

ター（〒 330 － 0853 さいたま市大宮区錦町
682―2 大宮情報文化センター内）☎ 048―
650―2611
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相
談
の
う
え
決
定
し
ま
す
。

▼
日
時　

平
成
21
年
１
月
１
日
㈭

午
前
６
時
～
９
時
（
入
館
受
付

は
午
前
８
時
30
分
ま
で
） 

▼
場
所 

古
代
蓮
会
館　

▼
内
容　

無
料
お

し
る
こ
サ
ー
ビ
ス
、
福
袋
の
販

売
、
は
ず
れ
無
し
の
お
楽
し
み
抽

選
会
。 

▼
そ
の
他　

日
の
出
の

時
間
帯（
午
前
６
時
～
７
時
15
分
）

の
展
望
室
利
用
は
、
先
着
70
人
ま

で
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
当
日
受
け
付
け
時
に
整
理
券
配

布　

▼
入
館
料　

大
人
４
０
０

円
、
小
人
２
０
０
円
※
未
就
学
児

無
料

▼
日
時　

12
月
21
日
㈰
午
後
１
時

～
４
時　

▼
場
所　

古
代
蓮
会
館 

▼
内
容　

紙
ね
ん
土
で
ク
リ
ス
マ

ス
“
サ
ン
タ
さ
ん
”
を
作
り
ま
す
。

▼
協
力　

吉
田
初
代
さ
ん
（
全
国

創
作
ね
ん
土
人
形
の
会
「
サ
ン
・

ク
ラ
フ
ト
・
ド
ー
ル
」） 

▼
参
加

費　

２
０
０
円（
材
料
費
１
体
分
） 

▼
そ
の
他　

別
途
、
古
代
蓮
会
館

入
館
料
（
大
人
４
０
０
円
、
小
人

２
０
０
円
※
未
就
学
児
無
料
）
が

必
要
で
す
。 

▼
申
し
込
み　

開

催
時
間
中
随
時
受
け
付
け

▼
日
時　

平
成
21
年
１
月
10
日

㈯
・
17
日
㈯
・
31
日
㈯
、
２
月
７

広告

23
市県民税・・・・・・・・・４期　　介護保険料・・・・・・・６期
国民健康保険税・・・・・・６期　　後期高齢者医療保険料・・６期　　納期限　１２月２５日（木）

今月の納税

上　映　日 作　　品　　名 時 間

12月6日（土） キッズ　走れ！ＳＬ 60 分

12月7日（日） 白い牙 45 分

12月13日（土） キッズ　水辺の生き物スペシャル 60 分

12月14日（日） フランケンシュタイン 45 分

12月21日（日） シンドバッドの冒険 45 分

12月23日（火） キッズ　おさかなスペシャル 30 分

▶上映時間　午前 11 時～、午後 2 時～
▶上映場所　古代蓮会館研修工作室
▶そ の 他　入館料（大人 400 円、小人 200 円）が 
　　　　　　必要です。

手
作
り
紙
ね
ん
土
細
工
講
座

日
㈯
・
14
日
㈯
・
22
日
㈰
・
28
日
㈯
、

３
月
８
日
㈰
（
全
８
回
）
午
前
９

時
～
正
午　

▼
場
所　

産
業
文

化
会
館
第
２
会
議
室
ほ
か　

▼
内

容　

日
本
舞
踊
の
実
技
お
よ
び
邦

楽
器
の
体
験　

▼
対
象　

小
・
中

学
生
※
邦
楽
器
の
体
験
は
小
学
３

年
生
以
上
の
方　

▼
定
員　

40
人

（
先
着
順
）　

▼
参
加
費　

５
０
０

円
（
保
険
料
含
む
） 

▼
申
し
込
み 

12
月
20
日
㈯
午
前
９
時
か
ら
同
館

窓
口
（
電
話
受
け
付
け
は
午
前
10

時
～
）

▼
日
時　

平
成
21
年
１
月
17
日
㈯

午
後
１
時
～
４
時　

▼
場
所　

古

代
蓮
会
館
研
修
工
作
室　

▼
内

容　

多
肉
植
物
を
使
っ
て
、
彩
り

豊
か
な
寄
せ
植
え
を
作
り
ま
す
。 

▼
講
師　

テ
ク
ノ
・
ホ
ル
テ
ィ
園

芸
専
門
学
校
関
係
者　

▼
対
象 

成
人　

▼
定
員　

30
人（
先
着
順
） 

▼
参
加
費　

３
千
円
（
保
険
料
・

材
料
代
） 

▼
申
し
込
み　

１
月
４

日
㈰
午
後
２
時
か
ら
同
館
窓
口

▼
日
時　

毎
週
土
曜
日　

午
後

４
時
30
分
～
５
時
30
分　

▼
場
所 

『
初
日
の
出
』
２
０
０
９
年

～
タ
ワ
ー
か
ら
ご
来
光
～

行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ　

▼
対

象　

小
学
１
年
生
～
４
年
生　

▼

月
会
費　

２
千
円　

▼
申
し
込
み 

同
館
窓
口
に
て
随
時
※
電
話
予

約
可

　

行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
で

は
、小
学
生
対
象
の
水
泳
指
導
者
・

指
導
補
助
員
の
募
集
を
行
っ
て
い

ま
す
。
あ
な
た
の
ス
ポ
ー
ツ
経
験

を
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時　

毎
週
金
曜
日　

午
後
４

時
～
５
時　

▼
場
所　

市
民
プ
ー

ル　

▼
対
象　

16
歳
以
上
の
方

（
水
泳
指
導
経
験
者
優
遇
） 

▼
そ

の
他　

指
導
内
容
・
謝
金
な
ど
は
、

伝
統
文
化
こ
ど
も
教
室

多
肉
植
物
テ
ラ
リ
ウ
ム

ジ
ュ
ニ
ア
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
会
員

水
泳
指
導
者
・　
　
　

指
導
補
助
員

古 代 蓮 会 館
ＤＶＤ上映会



　

江
戸
時
代
の
武
家
町
で
あ
る
忍
２
丁
目
と
商
人
町

で
あ
る
行
田
を
隔
て
る
新し
ん
だ
な
ど
お
り

店
通
は
、
城
下
町
特
有
の

鍵
の
手
に
折
れ
曲
が
っ
た
風
情
の
あ
る
小
路
で
す
。

こ
の
新
店
通
沿
い
の
行
田
側
に
は
足
袋
の
製
品
倉

庫
（
足
袋
蔵
）
が
点
々
と
建
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

中
で
も
ひ
と
き
わ
大
き
な
３
階
建
て
の
白
壁
の
土
蔵

と
、
門
を
挟
ん
で
そ
の
隣
に
建
つ
２
階
建
て
の
土
蔵

が
、
今
回
紹
介
す
る
ク
チ
キ
建
築
設
計
事
務
所
と
足

袋
蔵
ギ
ャ
ラ
リ
ー
門
で
す
。

　

行
田
７―

３
に
あ
る
こ
の
２
棟
の
土
蔵
は
、
共
に

市
報
ぎ
ょ
う
だ
５
月
号
で
紹
介
し
た
奥
貫
蔵
と
同
じ

奥
貫
忠
吉
商
店
が
大
正
５
年
（
１
９
１
６
）
に
建

て
た
足
袋
蔵
で
、
元
は
黒

漆し
っ
く
い喰

で
塗
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
奥
貫
忠
吉
商
店
は
同

じ
こ
ろ
天
満
に
足
袋
工
場

を
建
設
し
て
お
り
、
第
一

次
世
界
大
戦
の
好
景
気
に

乗
っ
て
生
産
を
拡
大
す
る

中
で
、
こ
の
２
棟
の
土
蔵

を
建
設
し
た
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
特
に
建
築
設
計

事
務
所
と
し
て
使
わ
れ
て

い
る
土
蔵
は
、
行
田
唯
一

の
本
格
的
な
３
階
建
て
の

足
袋
蔵
で
、
行
田
の
足
袋

産
業
を
代
表
す
る
近
代
化

遺
産
と
い
え
ま
す
。

　

前
出
の
奥
貫
忠
吉
商
店
の
創
業
者
奥
貫
賢
一
郎

に
は
２
人
の
弟
が
お
り
、
こ
の
土
蔵
を
建
て
た
こ

ろ
に
は
３
兄
弟
が
団
結
し
て
事
業
拡
大
に
努
力
し

て
い
ま
し
た
。
特
に
三
男
の
芳
三
郎
は
、
明
治
45
年

（
１
９
１
２
）
に
「
行
田
足
袋
研
究
会
」
を
結
成
し

て
幹
事
を
務
め
、
ミ
シ
ン
の
導
入
、
縫
製
工
程
の
改

善
な
ど
を
推
進
し
、
行
田
の
足
袋
産
業
全
体
の
発
展

に
も
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
敷
地
内
に
は
、
こ
れ
ら
２
棟
の
土
蔵
の
ほ
か

に
も
明
治
43
年
（
１
９
１
０
）
建
設
の
足
袋
蔵
な
ど

２
棟
の
土
蔵
と
、
戦
前
の
建
設
と
思
わ
れ
る
高
級
木

造
住
宅
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
住
宅
の
南
側
に
は
閑

静
な
庭
園
が
広
が
り
、
町
中
と

は
思
え
な
い
落
ち
着
い
た
佇た
た
ずま

い
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。
現

在
こ
の
敷
地
全
体
を
ク
チ
キ
建

築
設
計
事
務
所
が
借
用
・
管
理

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
建
物
の
歴
史

的
価
値
を
損
ね
る
こ
と
な
く
建

築
設
計
事
務
所
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、

カ
フ
ェ
（
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
「
閑か
ん
き
ょ居
」）

と
し
て
見
事
に
整
備
・
再
生
し

て
い
ま
す
。
特
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
は
不
定
期
な
が
ら
絵
画
展
や

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
が
開
か
れ
、

ア
ー
ト
発
信
の
貴
重
な
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。

（
文
化
財
保
護
課　

中
島
洋
一
）

　寒い季節がやってきましたが、風邪対策はしていますか。「冬至にかぼちゃを食べると風
邪をひかない」といわれますが、かぼちゃの黄色い果肉は、カロテンの色で、粘膜を守り、
感染症を防ぎます。また、ビタミンＥも豊富で、冷え性や肩こりの症状を和らげます。栄
養価の高い野菜なのです。
　油と一緒に調理すると、より効果的にカロテンが摂

と

り入れられます。子どもも大人も好
むコロッケをかぼちゃで作ってみてはいかがですか。

材料（２人分）
かぼちゃ…300g　豚ひき肉…100g　玉ねぎ…1/4 個　チーズ…20g　牛乳…1/4 カップ 
バター…大さじ1/2　塩、コショウ…少々　衣（小麦粉、溶き卵、パン粉）　揚げ油

作り方
①かぼちゃは種をとり、2cm 幅に切って、電子レンジで 10 分加熱し、ボウルに移

してフォークでつぶす。
②玉ねぎはみじん切りにし、フライパンにバターを溶かして炒め、豚ひき肉も入れ

炒め合わせる。塩、コショウで調味する。
③①と②とさいの目に切ったチーズを混ぜ、固さをみながら牛乳を加える。（冷蔵庫

で冷やすと形がまとまりやすくなります）
④俵型に４つにまとめて、小麦粉、溶き卵、パン粉の順に衣をつけて、170℃の油

で揚げる。
⑤皿に盛り付け、彩り野菜を添えて出来上がり。

… 栄養価の高い緑黄色野菜 …
か ぼ ち ゃ の コ ロ ッ ケ

栄養成分（１人分）
エネルギー 396kcal　たんぱく質 16.2g　脂質 16.9g 
炭水化物 43.4g　食塩相当量 0.8g　食物繊維 5.9g

加須保健所管内行田分室地域活動栄養士会

■発行日／平成20年 12月1日

■発　行／行田市役所　〒３６１−８６０１行田市本丸2番5号
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環境にやさしい大豆油インキ
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